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今週のキーワード 

「香り」を用いて顧客に価値を提供するマーケティング手法。「香り」は感情の喚起や記憶

の覚醒を促す特性があり、ユーザーの意思決定に大きな影響を及ぼすとされているため、業種

を問わず世界のトップブランドがこの手法を活用している。 ブランドセント 

 

還付申告書、５年間提出が可能 
還付を少なく申告は更正の請求 
 

2018年分所得税の確定申告は終了した。自分には

関係ないと考えている給与所得者も多いと思われる

が、確定申告の義務がない人でも、源泉徴収された

所得税額や予定納税をした所得税額が年間の所得金

額について計算した所得税額よりも多いときは、確

定申告をすることによって、納め過ぎの所得税が還

付される。この申告を還付申告という。還付申告が

できるのは、その年の翌年の1月1日から5年間であ

る。 

給与所得者については、(1)年の途中で退職し、年

末調整を受けずに源泉徴収税額が納めすぎとなって

いるとき、(2)一定の要件のマイホーム取得などをし

て、住宅ローンがあるとき、(3)マイホームに特定の

改修工事をしたとき、(4)多額の医療費を支出したと

き、(5)特定の寄附をしたとき、(6)災害や盗難など

で資産に損害を受けたとき、(7)特定支出控除の適用

を受けるとき、などに原則として還付申告をするこ

とができる。  

ところで、すでに還付申告をしている人が、その

申告した年分について、還付を受けるべき税金を少

なく申告してしまった場合には、還付申告ではなく、

更正の請求という手続きにより納めすぎになってい

る所得税の還付を受けることができる。この更正の

請求をできる期間は、原則として還付申告書を提出

した日から5年以内とされている。また、還付申告書

の提出先は、提出するときの納税地を所轄する税務

署長となる。 

店舗運営に必要なマーケティング視点とは？ 
「香り」に対する考察を深めて他との差別化を図る！ 
 

 ネット広告やSNS活用など、デジタルマーケテ

ィングへの取り組みはもはや欠かせない。しか

し、サービス業など顧客と直に接するビジネスモ

デルの場合、デジタルマーケティングを顧客施策

の主軸に据えることによるリスクもあり得る。

「ブランドセント」と呼ばれるマーケティング手

法の台頭は、その危機感の表れともいえる。 

 「ブランドセント」とは香りを活用したマーケ

ティング手法だ。顧客と直に接する店舗では、ブ

ランドロゴやインテリア、BGMなど、視覚や聴覚

に訴えるものが大半だった。それに加え、脳の中

で感情を司る部分に近いとされる嗅覚に訴え、ブ

ランド力を強化しようというわけだ。 

 このブランドセントマーケティングを展開す

るリーモ・トロージェン社が、同社のアロマサー

ビスを導入したホテルでアンケート調査を実施

したところ、「通常のホテルに比べてアロマや香

りが感じられて満足感や特別感があったか」との

問いに6割以上の宿泊者が「特別感があった」と

回答。アロマ効果があるホテルを友人や家族へ勧

めたいと回答した宿泊者は7割近くに上った。 

 現状でも女性をターゲットとしている業態で

は、アロマディフューザーを導入している店舗は

多い。しかし、クリニック業態で顕著だが、同じ

ような香りが漂っているため、差別化ができてい

ない。周辺店舗の香りの把握や、店舗のブランド

イメージに合わせた香りのアレンジなど、工夫を

凝らせば、より高い効果が期待できるだろう。 
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